
専
決
処
分
の
承
認

承
認
案
第
３
号　
全
会
一
致　
承
認

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
後
予
算

総
額　
２
６
９
億
８
８
４
５
万
円

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
の
増
で
、

歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
る
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と

り
親
世
帯
分
）
支
給
事
業
の
増

が
主
な
も
の
で
、
４
１
３
２
万
円

の
追
加
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
39
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
に
伴

い
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
所
管
が
デ
ジ
タ
ル
庁
に

変
更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
総
務

第
２
回　
定
例
会

会
期
令
和
3
年
6
月
4
日
〜

６
月
24
日
（
21
日
間
）

大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に

改
め
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
40
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
関
連
す

る
規
定
を
改
め
、
個
人
住
民
税
の

非
課
税
限
度
額
等
に
お
け
る
国
外

居
住
親
族
の
取
扱
い
の
見
直
し
、

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
等
受
給

者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
国
外

居
住
親
族
の
見
直
し
が
主
な
も
の

で
す
。

問

対
象
者
は
何
人
か
。　

答　

本
市
在
住
の
日
本
人
で
国
外

に
住
所
の
あ
る
人
を
扶
養
し
て
い

る
１
世
帯
の
う
ち
、
対
象
と
な
る

被
扶
養
者
は
１
名
、
本
市
在
住
の

外
国
人
で
国
外
に
住
所
の
あ
る
人

を
扶
養
し
て
い
る
１
３
７
世
帯
の

う
ち
、
対
象
と
な
る
被
扶
養
者
は

２
７
３
名
で
あ
る
。

議
案
第
41
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
一
定
程
度
収
入

が
減
少
し
た
被
保
険
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

改
正
す
る
も
の
で
す
。

問

今
回
の
改
正
で
減
免
の
対
象

と
な
る
の
は
。

答　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
納

付
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
令
和

３
年
度
分
の
保
険
税
で
あ
る
。

議
案
第
43
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
敬
老
祝
金
等
支
給
条
例
の

一
部
改
正

　

市
内
に
居
住
す
る
高
齢
者
へ
敬

老
祝
金
及
び
１
０
０
歳
到
達
誕
生

祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
敬

老
祝
金
等
に
お
け
る
支
給
対
象
者

の
明
確
化
を
図
る
た
め
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
44
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
、

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
一
定
程
度

収
入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
の
保

険
料
減
免
措
置
が
、
１
年
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

問

令
和
２
年
度
の
減
免
申
請
の

状
況
は
。

答　

２
世
帯
４
名
が
申
請
し
、
減

免
額
は
19
万
４
６
０
０
円
で
全
額

が
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
あ
っ
た
。

議
案
第
45
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設

置
並
び
に
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

議
案
第
46
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

議
案
第
47
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
教
職
員
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

　

以
上
３
議
案
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
に
曽
於
市
立
大
隅
南
小
学

校
を
曽
於
市
立
岩
川
小
学
校
へ
統

合
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も

の
で
す
。
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問

統
合
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答　

大
隅
南
校
区
の
「
子
ど
も
の

未
来
を
考
え
る
会
」
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
全
４
回
の
考
え
る
会
を

実
施
し
て
、
４
月
７
日
に
市
長
へ

大
隅
南
小
学
校
を
岩
川
小
学
校
へ

統
合
す
る
こ
と
を
含
む
４
項
目
が

盛
り
込
ま
れ
た
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
。

問

来
年
度
か
ら
の
統
合
に
関
し
、

在
校
生
の
保
護
者
や
未
就
学
児
の

保
護
者
、
地
域
住
民
か
ら
の
疑
義
、

異
論
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

昨
年
８
月
25
日
に
「
第
２
回

子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
会
」
を

開
催
し
た
際
、
保
護
者
・
未
就
学

児
の
保
護
者
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
反
対
意
見
等
は
な
か
っ
た
。

意
見

統
合
に
あ
た
っ
て
は
引
き

続
き
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意

見
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
対
応

さ
れ
た
い
。

問

大
隅
南
小
学
校
の
校
長
・
教

頭
住
宅
の
築
年
数
は
。

答　

校
長
住
宅
は
築
34
年
、
教
頭

住
宅
は
築
29
年
で
あ
る
。
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
化
や
水
回
り
の
改
修
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
の
利
用
方
針

に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
。
要
望
が
あ
れ
ば
売
買
や
市
営

住
宅
と
し
て
検
討
し
た
い
。

意
見

今
後
も
利
用
で
き
る
状
況

で
あ
れ
ば
有
効
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。補

正
予
算

議
案
第
48
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

１
億
６
９
４
２
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
２
７
１
億
５
７
８
７
万
円

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
増
、
繰
入

金
は
、
財
政
調
整
基
金
を
減
額
す

る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。
歳
出

は
、
飼
料
作
物
収
穫
調
整
用
機
械

一
式
購
入
の
た
め
、
活
動
火
山
周

辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
市
内
３
道
の
駅
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
！
ま
ご
こ
ろ
曽
於
市
お
届
け
便

事
業
第
２
弾
、
過
年
発
生
農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
等
の
増

が
主
な
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
今
鶴　
治
信
委
員
長
）

【
財
政
調
整
基
金
】

問

令
和
２
年
度
末
29
億
５
９
９

１
万
円
増
え
た
要
因
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
各
種
事

業
の
中
止
・
縮
小
に
よ
る
執
行
残

や
特
別
交
付
税
を
当
初
３
億
円
見

込
ん
で
い
た
が
、
最
終
的
に
７
億

１
７
８
０
万
円
万
交
付
さ
れ
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。

【
普
通
財
産
管
理
費　
旧
月
野
中
学

校
不
動
産
鑑
定
評
価
業
務
委
託
料
】

問

旧
月
野
中
学
校
の
不
動
産
鑑

定
評
価
業
務
委
託
料
と
は
。

答　

㈱
高
富
物
産
が
、
甘
藷
の
選

果
貯
蔵
施
設
と
し
て
利
活
用
し
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
予
算
計

上
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

い
、
月
野
校
区
総
会
の
前
に
概
要

を
説
明
し
、
そ
の
後
意
向
調
査
を

し
た
。
24
自
治
会
の
う
ち
、
21
自

治
会
よ
り
回
答
が
あ
り
、
16
自
治

会
が
売
却
又
は
、
貸
し
て
も
い
い

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。今
後
、水

道
組
合
と
の
水
の
問
題
・
排
水
の

問
題
等
に
つ
い
て
、
業
者
を
含
め

た
地
元
説
明
会
を
計
画
し
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
渕
合　
昌
昭
委
員
長
）

【
老
人
福
祉
事
務
費
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
手
数
料
】

問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
手
数
料
の
対
象

施
設
は
ど
こ
か
。

答　

高
齢
者
虐
待
等
に
よ
り
清
寿

園
へ
一
時
措
置
さ
れ
た
方
へ
の
検

査
料
で
あ
る

意
見

今
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
も

市
内
全
域
の
高
齢
者
等
入
所
者
施

設
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
助
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
】

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
補
助
金
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

答　

市
内
全
25
児
童
ク
ラ
ブ
中
17

ク
ラ
ブ
が
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
や

空
気
清
浄
器
等
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
補
助

金
で
は
12
児
童
ク
ラ
ブ
よ
り
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
用
の
パ
ソ
コ
ン
、
監
視
カ

メ
ラ
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
】

問

集
団
接
種
会
場
の
医
療
従
事

者
等
の
体
制
と
１
日
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
数
は
。

答　

医
師
が
３
名
、
看
護
師
12
名
、

在
宅
の
看
護
師
10
名
、
救
急
救
命

士
１
名
、
職
員
が
20
名
か
ら
25
名

の
約
50
名
体
制
で
集
団
接
種
を
対

応
し
た
い
。
期
間
は
９
月
末
ま
で

に
８
月
15
日
を
除
く
毎
週
日
曜
日

の
15
日
間
で
、
接
種
者
数
は
午

前
、
午
後
４
５
０
名
ず
つ
の
最
大

９
０
０
名
を
予
定
し
て
い
る
。

意
見　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
市
民
に
最
も
関
心
の
あ
る
こ
と

で
あ
り
、Ｆ
Ｍ
放
送
で
情
報
が
放

送
さ
れ
て
い
る
。市
民
も
安
心
す

る
と
思
う
の
で
、今
後
も
的
確
な

情
報
の
放
送
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
岩
水　
豊
委
員
長
）

【
農
業
経
営
収
入
保
険
加
入
推
進

事
業
】

問

本
事
業
の
増
額
の
内
容
は
。

答　

当
初
49
名
分
を
予
定
し
て
い

た
が
、
60
名
の
申
込
み
が
あ
っ
た

た
め
11
名
分
増
額
で
あ
る
。

【
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

業
務
委
託
料
】

問

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
業
務
委
託
の
内
容
は
。

答　

今
回
２
カ
所
の
た
め
池
を
防

災
重
点
た
め
池
と
し
て
調
査
し
、

万
が
一
の
地
震
や
大
雨
に
よ
っ
て
、

た
め
池
が
崩
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る

場
合
の
備
え
と
し
て
情
報
を
市
民

に
提
供
す
る
も
の
で
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
災

害
時
に
お
け
る
被
災
の
低
減
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
大
内
田
頭
首
工
災
害
復
旧
工
事
】

問

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
堆
肥
無
償
配
布
事
業
】

問

本
事
業
の
増
額
の
内
容
は
。

答　

今
回
の
事
業
に
よ
り
有
機

セ
ン
タ
ー
の
稼
働
日
数
が
年
間

２
６
０
日
か
ら
２
９
０
日
に
増
え

る
た
め
、
施
設
運
営
業
務
委
託
料

を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
ま
ご
こ

ろ
曽
於
市
お
届
け
便
事
業
（
第
２

弾
）】

問

事
業
の
周
知
方
法
等
は
。

答　

８
月
号
の
市
の
広
報
紙
、
Ｆ

Ｍ
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
し
、
申
込
期
間
を
８
月
16
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
と
し
、
商
品
発

送
を
11
月
か
ら
12
月
に
行
う
。

【
百
入
橋
災
害
復
旧
工
事
】

　

百
入
橋
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う

仮
橋
を
除
く
仮
設
道
路
の
延
長
が

１
５
０
ｍ
あ
る
が
、
幅
員
が
４
ｍ

と
狭
い
こ
と
か
ら
５
ｍ
に
変
更
す

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
51
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

６
６
４
３
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
59
億
１
８
３
５
万
円

　

令
和
２
年
度
の
介
護
給
付
費
や

地
域
支
援
事
業
等
の
精
算
に
よ
る

国
・
県
へ
の
償
還
金
や
市
へ
の
繰

出
金
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が

主
な
も
の
で
す
。

問

前
年
度
繰
越
金
６
１
８
８
万

円
が
令
和
３
年
度
へ
の
財
源
と
し

て
ど
の
よ
う
に
充
当
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　

国
・
県
・
支
払
基
金
へ
の
償

還
金
の
財
源
と
し
て
充
て
て
い
る
。

議
案
第
53
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
増

減
と
財
部
支
所
建
設
水
道
課
の
車

両
購
入
費
等
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
54
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
増

減
と
、
民
間
業
者
に
よ
る
末
吉
町

諏
訪
方
の
宅
地
分
譲
に
伴
い
下
水

道
本
管
等
工
事
が
必
要
と
な
り
、

工
事
請
負
費
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

今後のスケジュール

令和 3年 7月 工事費の積算

令和 3年 8月 九州農政局との
協議

令和 3年 9月 入札・契約を
議会提案

令和 5年 3月 完成予定
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議
案
第
55
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

１
億
９
４
９
７
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
２
７
３
億
５
２
８
４
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
係
る
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
支
給
や
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
が
主

な
も
の
で
す
。

同
意
案
第
１
号　
賛
成
多
数　
同
意

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

中な
か
村む
ら

涼
り
ょ
う
一い
ち　

氏
（
61
歳
）

瀨せ

下し
た

浩こ
う

前
教
育
長
の
令
和
３

年
６
月
26
日
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
同
意
案
が
提
出
さ
れ
、
無

記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期　
令
和
６
年
６
月
26
日
ま
で

（
３
年
間
）

建
設
経
済
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

調
査
委
員

岩
水　

豊
・
九
日　

克
典

重
久　

昌
樹
・
山
田　

義
盛

谷
口　

義
則
・
迫　

杉
雄

調
査
内
容

　

曽
於
市
畜
産
振
興
協
議
会
主
催

の
春
季
畜
産
品
評
会
が
財
部
地
区

４
月
14
日
、
末
吉
地
区
４
月
15
日
、

大
隅
地
区
４
月
16
日
に
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
別
の
出
品
頭
数
は
、
財
部

地
区
29
頭
、
末
吉
地
区
34
頭
、
大

隅
地
区
26
頭
で
、
曽
於
地
区
春
季

畜
産
共
進
会
へ
の
出
品
牛
が
選
考

さ
れ
ま
し
た
。

大隅地区の春季畜産品評会の様子

議
会
運
営
委
員
会

所
掌
事
務
調
査
報
告

調
査
委
員

迫　

杉
雄
・
岩
水　

豊

宮
迫　

勝
・
今
鶴　

治
信

原
田　

賢
一
郎
・
渡
辺　

利
治

海
野　

隆
平

調
査
期
間　

令
和
３
年
４
月
20
日
（
１
日
間
）

調
査
内
容

　

令
和
３
年
度
曽
於
市
議
会
で
は
、

議
場
音
響
施
設
等
の
老
朽
化
に
係

る
施
設
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

薩
摩
川
内
市
議
会
に
お
け
る
音

響
施
設
等
の
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
、

操
作
方
法
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
れ
に
伴

う
議
事
進
行
方
法
や
、
課
題
等
に

つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
の
１
市
４
町
４
村
の
合

併
を
機
に
老
朽
化
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
無
線
赤
外
線
方
式
か
ら
有

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
に
変
更
し
、
ス

ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
マ

イ
ク
・
カ
メ
ラ
・
テ
ロ
ッ
プ
を
職

員
１
人
で
制
御
可
能
と
し
、
議
員

席
の
マ
イ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、
電

子
表
決
を
導
入
し
た
と
の
こ
と　

で
し
た
。

　

議
事
運
営
等
の
質
疑
に
対
し
、

討
論
通
告
の
無
い
議
案
等
の
多
く

は
簡
易
表
決
し
、
討
論
通
告
の

あ
っ
た
議
案
は
、
起
立
表
決
の
代

わ
り
に
、
電
子
表
決
を
行
っ
て
お

り
、
シ
ス
テ
ム
操
作
等
を
行
う
職

員
育
成
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
本
市
の
議
場
放

送
音
響
設
備
等
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
情
報
等
を
収
集

し
使
い
や
す
い
機
器
の
構
築
を
進

め
る
と
と
も
に
、
電
子
表
決
の
運

用
等
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
か
ら

の
様
々
な
見
解
や
議
論
が
出
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
対
応
に
期
す
る

も
の
で
す
。

薩摩川内市議会での視察の様子

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12 月に開催します。



陳
　
情

陳
情
第
２
号　
　

全
会
一
致　
採
択

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負
担
率
の

引
き
上
げ
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２

２
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択

の
陳
情

陳
情
第
３
号　
　

全
会
一
致　
採
択

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数

改
善
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
２
年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
陳

情
発
　
議

発
議
第
５
号　
　

全
会
一
致　
可
決

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
案

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か

な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
条
件
整
備

は
不
可
欠
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
全

国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
教
育
の
機
会

均
等
が
担
保
さ
れ
、
一
定
水
準
の
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
施
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
関
係
機
関
に
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

提
出

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

令和 3年 6月定例会の議案等の議決結果
区分 議案番号 件名 結果

報
　
告

第 1号 継続費逓次繰越しの報告 報　告
第 2号 繰越明許費繰越しの報告 報　告
第 3号 事故繰越しの報告 報　告

承
認
案

第 1号 専決処分の承認を求めること（曽於市税条例等の一部を改正する条例） 全会一致 承認
第 2号 専決処分の承認を求めること（令和２年度曽於市一般会計補正予算（第 15号））全会一致 承認
第 3号 専決処分の承認を求めること（令和３年度曽於市一般会計補正予算（第２号）） 全会一致 承認

議
　
　
　
　
　
案

第39号 曽於市個人情報保護条例の一部改正 全会一致 可決
第40号 曽於市税条例の一部改正 全会一致 可決
第41号 曽於市国民健康保険税条例の一部改正 全会一致 可決
第42号 曽於市手数料条例の一部改正 全会一致 可決
第43号 曽於市敬老祝金等支給条例の一部改正 全会一致 可決
第44号 曽於市介護保険条例の一部改正 全会一致 可決
第45号 曽於市小学校及び中学校の設置並びに管理に関す条例の一部改正 全会一致 可決
第46号 曽於市立学校給食センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 全会一致 可決
第47号 曽於市教職員住宅条例の一部改正 全会一致 可決
第48号 令和３年度曽於市一般会計補正予算（第３号） 全会一致 可決
第49号 令和３年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第50号 令和３年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第51号 令和３年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第52号 令和３年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第53号 令和３年度曽於市水道事業会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第54号 令和３年度曽於市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第55号 令和３年度曽於市一般会計補正予算（第４号） 全会一致 可決

陳
　
情

第 2号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための，2022年度政府予算に係る意見書採択の陳情 全会一致 採択
第 3号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための，2022年度政府予算に係る意見書採択の陳情 全会一致 採択
第 4号 蓑原自治会地域活性化に伴う小学校通学のお願い 継続審査

同意 第 1号 教育委員会教育長の任命 賛成多数 同意
発案 第 5号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書案 全会一致 可決
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